















On the Characters & Technical Terms in “Suanshu-shu”of the 



















































































































































































































































































































































































































































































40） 、柔兗反。説文、 、轢也。野王案、今亦以為「柔 」之 。漢書「軟弱不勝任」
為此字。 在尸部。或為耎、字在大部。或為 、字在 部。或為 字。在人部。
『玉篇』の音は「柔兗反」で、明らかに「耎」系の音が当てられている。顧野王の案語「今
亦以為「柔 」之 。漢書「軟弱不勝任」為此字」の意は、「 」は『説文』の「轢」の
義以外に、「柔 の 」という義でも用いられ、『漢書』の「軟弱不勝任」の「軟」に当た
るということである。「柔 の 」とは、「柔耎の耎」というのと同じ意である。即ち、「 」
字が「耎」や「軟」の字として用いられていることを云うものである。
　以下の案語においては、その元字である「 」字も、「耎」字や「 」字や「 」字と
し用いられること云う。「耎」や「 」はすでに述べたので、「 」について説明しておこう。
　この字は、『説文』巻三下に見え、










































































　　 、有骨醢也。从肉耎声。 、 或从難。（巻四下、肉部）
　　 、沛国謂稲曰 。从禾耎声。（巻七上、禾部）













































































的にしか発表されていない（『文物』1977年 8 期）。この部分的写真の中に、「 」字
が見えている。その 1行目に、













































































33、 甘粛省文物考古研究所等編（1990年 7 月、文物出版社）。これには釈文のみ載るが、
後に甘粛省文物考古研究所等編『居延新簡 上下 甲渠候官』（1994年、中華書局）が出
版され、そこには写真版と釈文が載る。
34、 私はかつて「漢簡中有方・剣・刀下的「生」字」（長沙市文物考古研究所編『長沙三
国呉簡曁百年来簡帛発現与研究国際学術研討会論文集』（2005年、12月）所載）を著し
た時、この簡に言及したことがある。
83
張家山漢簡『算数書』の文字・用語について（3）（大川俊隆）
35、 拙論「文字発展過程における偏旁添加文字の位置―中山王諸器銘文を中心にして―」
（『中国研究集刊』地号、1985年）の四および「手旁字の成立について」（『中国研究集刊』
盈号、1992年）の五参照）。
　　 （以上の論考において、出土文字資料を引用する場合、漢字は本字を用いたが、文献
資料を引用する場合は、論証に必要なもの以外は常用漢字を用いた）。
